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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年６月25日に提出した第60期（自  平成20年４月１日  至  平成21年３月31日）有価証券報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書

を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

　２　【財務諸表等】

 (1)  【財務諸表】

②　【損益計算書】

　　　【注記事項】

　　(退職給付関係)
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

　

２【財務諸表等】

(1)【財務諸表】

②【損益計算書】

（訂正前）

　 　 （単位：百万円）

　
前事業年度

（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

当事業年度
（自　平成20年４月１日
    至　平成21年３月31日）

　販売費及び一般管理費 　 　

　　　　　（省略） 　 　

　　法定福利費 278 314

　　　　　（省略） 　 　

　　退職給付費用 103 146

　　　　　（以下省略） 　 　

　

（訂正後）

　 　 （単位：百万円）

　
前事業年度

（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

当事業年度
（自　平成20年４月１日
    至　平成21年３月31日）

　販売費及び一般管理費 　 　

　　　　　（省略） 　 　

　　法定福利費 202 231

　　　　　（省略） 　 　

　　退職給付費用 179 229

　　　　　（以下省略） 　 　
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【注記事項】

(退職給付関係)

（訂正前）

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度と適格退職年金制度を併用しており、現在約60％の退職

金が適格退職年金制度によっております。

　

２　退職給付債務及びその内訳

　

(1) 退職給付債務 △3,446百万円

(2) 年金資産 1,541

(3) 未認識数理計算上の差異 763

    差　　引 △1,141

(4) 前払年金費用 264

(5) 退職給付引当金 △1,405

　

３　退職給付費用の内訳

　

(1) 勤務費用 146百万円

(2) 利息費用 74

(3) 期待運用収益(減算) △54

(4) 数理計算上の差異の費用処理額 60

(5) 退職給付費用 226

　

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　

(1) 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(2) 割引率 2.1%

(3) 期待運用収益率 3.2%

(4) 数理計算上の差異の処理年数 13年

　

（各事業年度の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数によ

る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。）
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当事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度と確定給付企業年金制度を併用しており、現在約60％の

退職金が確定給付企業年金制度によっております。

　また、確定給付型制度として退職一時金制度と適格退職年金制度を設けておりましたが、平成21年３月１

日より適格退職年金制度を確定給付企業年金制度へ移行しております。

　

２　退職給付債務及びその内訳

　

(1) 退職給付債務 △3,418百万円

(2) 年金資産 1,214

(3) 未認識過去勤務債務 △29

(4) 未認識数理計算上の差異 1,193

    差　　引 △1,040

(5) 前払年金費用 286

(6) 退職給付引当金 △1,327

　

３　退職給付費用の内訳

　

(1) 勤務費用 146百万円

(2) 利息費用 72

(3) 期待運用収益(減算) △49

(4) 過去勤務債務の費用処理額 △0

(5) 数理計算上の差異の費用処理額 86

(6) 退職給付費用 255

　

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　

(1) 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(2) 割引率 2.1%

(3) 期待運用収益率 3.2%

(4) 過去勤務債務の額の処理年数 13年

　

（各事業年度の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数によ

る按分額を費用処理することとしており

ます。）

(5) 数理計算上の差異の処理年数 13年

　

（各事業年度の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数によ

る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。）
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（訂正後）

前事業年度（平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として適格退職年金制度、退職一時金制度及び厚生年金基金制度（東京都建設

業厚生年金基金に加入）を採用しております。

　

２　退職給付債務及びその内訳

　

(1) 退職給付債務 △3,446百万円

(2) 年金資産 1,541

(3) 未認識数理計算上の差異 763

    差　　引 △1,141

(4) 前払年金費用 264

(5) 退職給付引当金 △1,405

　

３　退職給付費用の内訳

　

(1) 勤務費用 146百万円

(2) 利息費用 74

(3) 期待運用収益(減算) △54

(4) 数理計算上の差異の費用処理額 60

(5) 厚生年金基金拠出額 127

(6) 退職給付費用 354

　

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　

(1) 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(2) 割引率 2.1%

(3) 期待運用収益率 3.2%

(4) 数理計算上の差異の処理年数 13年

　

（各事業年度の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数によ

る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。）
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５　複数事業主制度の企業年金について

要拠出額を退職給付費用として処理している複数事業主制度に関する事項は次のとおりであります。

(1) 制度全体の積立状況に関する事項

　 　 平成19年３月31日現在

　 年金資産の額 78,941百万円

　 年金財政計算上の給付債務の額 72,201

　 差引額 6,740

　

(2) 制度全体に占める当社の掛金拠出割合

　 3.69％（平成19年３月分拠出割合）

　

(3) 補足説明

上記(1) の差引額の主な要因は、年金財政計算上の未償却過去勤務債務残高7,890百万円と剰余金

14,630百万円の差額であります。本制度における過去勤務債務の償却方法は期間10年の元利均等償却

であります。

（追加情報）

当事業年度より、「『退職給付に係る会計基準』の一部改正（その２）」（企業会計基準第14号　平

成19年５月15日）を適用しております。

　

当事業年度（平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として確定給付企業年金制度、退職一時金制度及び厚生年金基金制度（東京都

建設業厚生年金基金に加入）を採用しております。

　また、確定給付型制度として退職一時金制度と適格退職年金制度を設けておりましたが、平成21年３月１

日より適格退職年金制度を確定給付企業年金制度へ移行しております。

　

２　退職給付債務及びその内訳

　

(1) 退職給付債務 △3,418百万円

(2) 年金資産 1,214

(3) 未認識過去勤務債務 △29

(4) 未認識数理計算上の差異 1,193

    差　　引 △1,040

(5) 前払年金費用 286

(6) 退職給付引当金 △1,327
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３　退職給付費用の内訳

　

(1) 勤務費用 146百万円

(2) 利息費用 72

(3) 期待運用収益(減算) △49

(4) 過去勤務債務の費用処理額 △0

(5) 数理計算上の差異の費用処理額 86

(6) 厚生年金基金拠出額 128

(7) 退職給付費用 384

　

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　

(1) 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(2) 割引率 2.1%

(3) 期待運用収益率 3.2%

(4) 過去勤務債務の額の処理年数 13年

　

（各事業年度の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数によ

る按分額を費用処理することとしており

ます。）

(5) 数理計算上の差異の処理年数 13年

　

（各事業年度の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数によ

る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度か

ら費用処理することとしております。）

　

５　複数事業主制度の企業年金について

要拠出額を退職給付費用として処理している複数事業主制度に関する事項は次のとおりであります。

(1) 制度全体の積立状況に関する事項

　 　 平成20年３月31日現在

　 年金資産の額 68,830百万円

　 年金財政計算上の給付債務の額 75,058

　 差引額 △6,228

　

(2) 制度全体に占める当社の掛金拠出割合

　 3.97％（平成20年３月分拠出割合）

　

(3) 補足説明

上記(1) の差引額の主な要因は、年金財政計算上の未償却過去勤務債務残高6,625百万円と剰余金

397百万円の差額であります。本制度における過去勤務債務の償却方法は期間10年の元利均等償却であ

ります。

EDINET提出書類

三晃金属工業株式会社(E00109)

訂正有価証券報告書

8/8


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	第一部企業情報
	第５経理の状況


	２財務諸表等
	(1)財務諸表
	②損益計算書
	注記事項



	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第５経理の状況


	２財務諸表等
	(1)財務諸表
	②損益計算書
	注記事項




